
新
聞
報
道
の
通
り
、
東
奥
学
園
・

長
内
先
生
の
裁
判
で
最
高
裁
は
学
園

側
の
上
告
を
棄
却
し
ま
し
た
。

月
1

日
付
の
決
定
で
す
。
こ
れ
で
、
長

27内
先
生
の
請
求
―
東
奥
学
園
の
講
師

と
し
て
の
地
位
確
認
と
賃
金
支
払
い

―
を
認
め
た
仙
台
高
裁
の
判
決
が
確

定
し
、
職
場
に
復
帰
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

決
定
に
あ
た
っ
て
長
内
先
生
は

「
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
１
日
で
も
早
く
職
場
に
復
帰
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表

し
ま
し
た
。

県
労
連
有
馬
事
務
局
長
は
、
戻
す

会
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝

月

日
、
三
八
地
労
連
は
ゆ
り

1

29

の
木
ボ
ウ
ル
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
八
医
労(

八
戸
医
療

生
協
労
組)

の
み
な
さ
ん
が
家
族
で

多
数
参
加
し
、
家
族
交
流
の
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
て

ゲ
ー
ム
を

2

行
っ
た
結
果
、

位
は
佐
々
木
美
音

1

緒
さ
ん(

八
医
労)

、

位
は
新
岡
武

2

信
さ
ん(

年
金
者
組
合)

、

位
は
中

3

道
博
章
さ
ん(

県
教
組)

で
し
た
。

し
つ
つ
、「(

裁
判
で
は
条
件
が
整
い

ま
し
た
が
、
職
場
復
帰
に
向
け
て)

今
現
在
も
学
園
と
交
渉
中
で
落
ち
着

か
な
い
状
態
で
す
。
事
態
が
は
っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
流
す
予
定
で
い
ま
す｣

と
述
べ
て

い
ま
す
。

三
八
地
労
連

三
八
地

(

方
労
働
組
合
総
連
合

は
)

月

日
、
三
八
教
育
会

1

14

館
で
二
〇
一
一
年
旗
び
ら

き
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
道
博
章
地
労
連
議
長
は

挨
拶
の
中
で
、
春
闘
諸
課

題
の
推
進
と
統
一
地
方
選

に
向
け
て
、
共
同
の
力
を

発
揮
し
て
い
こ
う
と
述
べ

ま
し
た
。
来
賓
の
畑
中
哲
雄
八
戸
市

議
は
、「
大
企
業
の
内
部
留
保
を
は

き
出
さ
せ
、
今
年
こ
そ
賃
上
げ
を
」

ス
ト
ラ
イ
ク
！
―
八
医
労
の
Ｓ
さ
ん

と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
組
合
か
ら
は
、
直
面

し
て
い
る
課
題
・
闘
い
を
紹
介
し
な

が
ら
決
意
の
表
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
全
医
労
八
戸
支
部
は
、「
非
特

定
」
へ
の
企
て
も
あ
り
、
何
と
し
て

地労連ＨＰ開設
三八地労連 Web と
いう名称で公開し
ました。URL は下
記の通りです。
ご覧ください。
http://sanpachi.mizub

asyou.com/

も
過
半
数
を
組
織
し
て

月
を
迎
え

2

た
い
と
発
言
し
ま
し
た
。
八
戸
医
療

生
協
労
組
か
ら
も
、
要
求
実
現
の
た

め
に
も
拡
大
に
取
り
組
む
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
公
契
約
運
動
の
推

進
や
国
公
法
弾
圧
事
件
裁
判
の
こ

と
、
国
の
出
先
機
関
廃
止
反
対
の
取

り
組
み
等
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

国
公
関
係
職
場
の
二
人
が
、
今
年

は
地
域
労
連
の
活
動
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
と
発
言
し
、
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。
楽
し
み
が
多
く
、
組
合
員
が

増
え
続
け
て
い
る
年
金
者
組
合
の
発

言
に
も
共
感
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

月

日

は
ち
の
へ
九
条
の
会

2

12周
年
記
念
講
演
会(

品
川
正
治)

6:

福
祉
公
民
館

13

30

月

日

県
春
闘
決
起
集
会

2

20

:

ア
ウ
ガ
ホ
ー
ル
・
青
森
市

13

00

月

日

地
労
連
幹
事
会
⑧

2

22

:

三
八
教
育
会
館

18

30

月

日

公
契
約
キ
ャ
ラ
バ
ン

2

28
月

日

公
契
約
キ
ャ
ラ
バ
ン

3

1
月

日

ゆ
き
と
ど
…
幹
事
会
、

3

2
月

日

国
際
女
性
デ
ー
集
会

3

5

:

南
部
会
館

13

30

月

日

６
・
９
行
動

3

6

:

三
春
屋
前

14

00

月

日

八
戸
原
水
協
総
会

3

9

:

三
八
教
育
会
館

18

30

月

日

重
税
反
対
全
国
統
一
行

3

11
動
、

:

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

13

30
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長
内
裁
判
で
勝
訴

―
最
高
裁
が
学
園
の
上
告
を
棄
却

当
面
の
日
程

地
労
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
―
佐
々
木
美
音
緒
さ
ん
が
優
勝



月

日
、
三
八
地
労
連
は
奥
村

1

20

県
労
連
議
長
を
講
師
に
迎
え
て
公
契

約
運
動
学
習
会
を
行
い
、

組
合

8

12

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
公
契
約
の
適
正
化
で
安
全
・
安

心
の
地
域
社
会
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
た
こ
の
運
動
は
全
労
連
が
提

起
し
て
い
る
も
の
で
、2

0
0

9

年
末

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
契
約
と
は
、「
公
の
機
関
を
一

方
の
契
約
当
事
者
と
し
て
締
結
す
る

契
約
」で
、公
共
工
事
や
委
託
業
務
、

物
品
購
入
等
が
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。
公
契
約
適
正
化
運
動
は
、
公
契

約
労
働
者
の
適
正
な
賃
金
・
労
働
条

件
と
雇
用
の
安
定
、
継
続
を
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
・
建
造
物
の
質
の
向
上
で

市
民
に
安
全
・
安
心
を
、地
元
発
注
、

地
域
の
賃
金
相
場
の
向
上
で
地
域
経

済
の
発
展
を
、
受
託
業
者
の
健
全
経

営
、
ピ
ン
ハ
ネ
業
者
排
除
で
税
金
無

駄
遣
い
を
な
く
す
こ
と
等
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。

奥
村
議
長
は
、
入
札
の
た
び
に
賃

金
が
下
が
り
雇
用
も
不
安
に
な
る
状

況
、
丸
投
げ
の
業
務
委
託
で
死
亡
事

故
を
招
い
た
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
の

市
営
プ
ー
ル
事
故
の
例
な
ど

不
幸
の
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
現
状
を
、
公
契
約
の
適
正
化
で

地
域
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
上

げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
希
望
の
サ
イ
ク
ル
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
力
説
し
ま
し
た
。
公
契

約
条
例
を
制
定
し
た
野
田
市
の
例
や

適
正
賃
金
を
設
定
し
て
い
る
函
館

市
、
指
針
を
作
成
し
入
札
・
契
約
を

改
善
し
て
い
る
国
分
寺
市
の
例
な

ど
、
全
国
で
適
正
化
の
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
本
県
で
は
、県
労
連
と
し
て4

0

市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
公
契
約

の
実
態
を
調
査
し
て
お
り
、
そ
れ
を

も
と
に2

月
下
旬
に
公
契
約
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
、
地
域
の
労
働
者
の
状
態
を
改
善

す
る
公
契
約
運
動
を
推
進
し
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
高
齢
者
大
会

青
森

in

を
成
功
さ
せ
る
つ
ど
い

月

日
、
県
教
育
会
館
で
日
本

1

19

高
齢
者
大
会

青
森
を
成
功
さ
せ
る

in

つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は

人
、
八
戸
か
ら
は

人
で
上
十

115

13

三
の

人
と
一
緒
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

5

で
し
た
。

前
年
度
の
水
戸
大
会
で
事
務
局
長

を
つ
と
め
た
田
中
さ
ん
の
報
告
が
、

と
て
も
具
体
的
で
、
活
動
へ
の
示
唆

に
富
む
内
容
で
し
た
。

の
地
域
と

14

ひ
と
つ
の
職
場
実
行
委
員
会
を
つ
く

っ
て
取
り
組
ん
だ
、(

常
磐
線
沿
線

の)

医
療
生
協
の
組
織
が
あ
る
と
こ

ろ
は
医
療
生
協
が
中
心
と
な
っ
た

が
、
な
い
と
こ
ろ
で
は
新
婦
人
や
年

金
者
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
、
大
会

に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
地
域
に
残

り
、
色
々
な
形
で
い
ま
生
か
さ
れ
て

い
る
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
央
実
行
委
員
会
の
山
田
さ
ん
の

お
話
で
は
、
相
当
程
度
ま
で
県
実
行

委
員
会
や
地
域
レ
ベ
ル
の
独
自
性
が

尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
大
会
は
９
月

、

日
に

12

13

青
森
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

日
1

二
五
〇
〇
円
の
参
加
費
や
旅
費
に
つ

い
て
、
地
域
や
県
実
行
委
員
会
か
ら

の(

補
助
等
の)

対
策
の
必
要
性
が
訴

え
ら
れ
、
実
行
委
員
会
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
原
水
協
は
２

月
３
〜
４
日
に
開
催

さ
れ
た
全
国
理
事
会

で
、
新
た
な
署
名
運

動｢

核
兵
器
全
面
禁
止

の
ア
ピ
ー
ル｣

に
取
り

組
む
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
署
名

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
で
の
到
達
を
踏

ま
え
、
す
べ
て
の
国

の
政
府
に
速
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
求
め
る

物
で
す
。

県
原
水
協
は
２
月
５
日
の
理
事
会

総
会
で
こ
の
署
名
の
取
り
組
み
を
確

認
し
、
二
〇
一
一
年
度
は
２
万
筆
を

目
標
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
署
名
に
取
り
組
む

中
で
、自
治
体
首
長
や
議
長
の
署
名
、

非
核
自
治
体
宣
言
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会
は
２
月
23

日
に
理
事
会
、
３
月
９
日
に
は
総
会

を
予
定
し
て
い
て
、
そ
こ
で
地
域
で

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
協
議
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。｢

ア
ピ
ー
ル｣

発
表
は
２
月

日
で
、
署
名
用
紙
が

15

ま
も
な
く
八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

日
か
ら

15

開
始
で
き
ま
す
。

今
回
の
署
名
に
は
紅
白
で

｢
IN

O
R

I

〜
祈
り
〜｣

を
歌
っ
た
歌

手
の
ク
ミ
コ
さ
ん
、
沢
田
研
二
さ
ん

や
吉
永
小
百
合
さ
ん
な
ど
の
賛
同
が

寄
せ
ら
れ
、
本
県
か
ら
は
、
伊
奈
か

っ
ぺ
い
さ
ん
と
河
原
木
俊
光
さ
ん
が

賛
同
し
て
い
ま
す
。

公
契
約
運
動
で
学
習
会

核兵器禁止条約の交渉
開始を求める新署名を

デーリー東北紙：時評




